
 

             

令 和 ５ 年 ６ 月 ３ ０ 日 

                            北 海 道 開 発 局  

 

共同輸送・中継輸送実装研究会（第１回）を開催します 
～「生産空間」の暮らしと産業を支える物流の維持に向けて～ 

 

 

 
 
 

記 

 

１ 日 時 令和５年７月１０日（月）１３時００分から（２時間程度） 

２ 場 所 旭川合同庁舎 東館１階入札執行室（旭川市宮前１条３丁目３－１５） 

３ 出席者 「共同輸送・中継輸送実装研究会」の構成員 ※研究会名簿は（別紙１）のとおり 

４ 内 容 共同輸送・中継輸送における課題の検討 

５ その他 研究会は公開で開催いたしますが、テレビカメラ等による撮影は冒頭のみとさせていただ

き、以降は傍聴(着席)となります。取材を希望される方は、会場準備の都合上、７月７日

（金）１２時までに取材申込書（別紙２）に必要事項を記載の上、

(hkd-ky-seisankuukan@gxb.mlit.go.jp)まで申し込みをお願いいたします。 

※ご提供いただいた個人情報は、当日の参加確認に使用させていただき、他の目的には使用いたしません。 

 

＜これまでの経緯＞ （別紙３）参照 

生産空間の維持・発展を目指し、地域課題の解決に向け３つのモデル圏域で先導的取組を推進し、名寄モデル圏域にお

いて、最大の地域課題である持続可能な物流システム構築に向け、圏域の関係者・物流事業者と連携して中継輸送等の実

証実験に取り組み、物流のサービス水準確保の効果を確認するとともに、生産空間における持続可能な物流システムの実

装に向けた仕組みづくりの検討を行いました。  

この検討を受け、持続可能な物流システムを本格運用することを目指し、物流事業者、行政、学識経験者、地域が一丸

となり取り組む枠組みとして、令和５年３月１５日に「共同輸送・中継輸送実装研究会」を設立しました。 

※昨年度までの取組状況  

https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/ki/keikaku/slo5pa0000007uuh.html 

※「生産空間」については、以下 URL（北海道開発局ホームページ）をご覧ください。  

https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/ki/keikaku/splaat0000013gzk-att/splaat0000013h6g.pdf 

※物流システムの実装に関する調査について  

https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/ki/chousa/u23dsn0000001rud-att/slo5pa0000012sjc.pdf 

 

今後、全道で実施する「道路施設等を活用した実証実験」の結果についても本研究会において共有し、 

連携しながら将来的な実装に向けた検討を進めていきます。 

https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/release/slo5pa0000010y86-att/slo5pa0000douro.pdf 

 

 

北海道開発局では、「生産空間」を支える物流のサービス水準確保を目的に様々な取組を進め

ています。今回、物流事業者、行政、学識経験者等で構成する「共同輸送・中継輸送実装研究会」

において、共同輸送・中継輸送における場所（配置・管理等）、マッチング（方法・規模等）等

の具体的な仕組みの検討を行います。 

【問合せ先】  国土交通省 北海道開発局  電話（代表）011-709-2311 

         開発監理部 開発調整課 開発企画官 三岡 照之（内線 5472） 

開発監理部 開発調整課 開発専門官 畠山 浩和（内線 5477） 

北海道開発局ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/ 



（別紙１） 

 

（研究会名簿）                                 ◎：座長 

組織名等 

【委員】 

北見工業大学 地域未来デザイン工学科・社会インフラ工学コース 教授 髙橋 清◎ 

小樽商科大学 グローカル戦略推進センター産学官連携推進部門 教授 岸本 稔 

北見工業大学 地域マネジメント工学コース 准教授 三枝 昌弘 

道北地域ロジスティックス総合研究協議会 

北洋銀行名寄支店 

北海道運輸局 

北海道運輸局旭川運輸支局 

北海道開発局旭川開発建設部 

北海道 

北海道上川総合振興局 

名寄商工会議所                         （事務局） 

名寄市総合政策部                        （事務局） 

北海道開発局                          （事務局） 

 

【アドバイザー会員】（※50 音順） 

旭川物流株式会社 

五十嵐運輸株式会社 

株式会社ウェーブ 

エア・ウォーター物流株式会社 

有限会社おさ 

海王食品株式会社 

佐川急便株式会社 北海道支店 

有限会社名寄トラック 

日本通運株式会社 名寄支店 

北海道物流開発株式会社 

北旭物流株式会社 旭川営業所 

有限会社真嶋食品 

株式会社マルゴ福山水産 

都運送株式会社 

ヤマト運輸株式会社 

（令和 5年 3月 15 日現在） 

 



 

（別紙２） 

北海道開発局 開発監理部 開発調整課 あて 

（Mail：hkd-ky-seisankuukan@gxb.mlit.go.jp） 

 

取 材 申 込 書 
 

 

取材を希望する場合は、この様式により上記連絡先までメールでお申し込みください。 

申込み締め切りは、７月７日（金）１２時までです。 

 

 

 

□会社名及び部署名 

 

 

 

 

□取材者 役職・氏名（全員の役職・氏名を記載願います） 

 

①（代表者） 

 

② 

 

③ 

 

 

□連絡先（代表者の連絡先） 

 

 

 

 

□テレビカメラの持ち込みの有無 

 

（該当するものに○をつけてください） 有 ・ 無 

 

 

※ご提供いただいた個人情報は、当日の参加確認に使用させていただき、他の目的には使用いた

しません。 

 

 



「生産空間」を支える物流に関する検討経緯

所得・雇用の確保

名寄周辺モデル地域圏域検討会
（H29.11.6）

・物流ネットワークの効率化に有効
な取組 とは？
「共同配送」
「貨客混載」
「拠点集約化」 等

「道の駅」の活用！？

●貨物の集積拠点として、
・主要幹線道路に面し、
・人や地元産品が集まる 等特性。

地域のアイデア
道北地域の物流課題

・都市部からの「時間距離」大
・主要貨物である農産品は
「季節変動」大

宅配事業の収益環境の悪化
➤宅配サービス縮小の懸念

・宅配輸送への偏重
・地方部の人口減少の加速化

片荷による非効率な輸送
高い物流コスト

地域の物流事業者の減少
➤地域物流の縮小

宅配網の縮小？

地域課題の共有

H30.1.29
名寄周辺モデル地域 全体WT

H30.3.22
名寄周辺モデル地域圏域検討会

H30.7.19
名寄周辺モデル地域 物流WT

共同輸送の調査・試行によって
道の駅の物流拠点としての
利用可能性を検討！

地
域
の
関
係
者
に
よ
る
議
論

R5.2.14、R4.12.13、R4.9.5、
R4.3.10, R3.3.1、

R2.10.13、R1.11.28
名寄周辺モデル地域 物流WT

道北圏域ロジステックス総合研究
協議会 設立(R2.7.31)

地域の関係者による議論

地域物流の縮小？

自治体による取組

地域による問題提起

どこに荷物を集める
と効率的か？

H29.7.12
㈱北洋銀行と北海道物流開発㈱が

「道の駅」を活用した
地域連携物流システムを提言。

H29.10.20
名寄商工会議所が

「道北経済人フォーラム」を開催

宅配事業を維持するためには？

宅配事業者間の連携（R1～）
・名寄市が中心となり、大手宅配業者
の配送拠点の相互共同利用を実現。

「道の駅」等を活用した小ロット貨物の効率化や中継輸送の実証・可能性検討、道北物流調査

検討課題

・ 「道の駅」は物流に使ってよいのか？
・ 複数の温度帯をどう運ぶか？
・ 「誰が」「どうやって」運ぶか？

中継輸送実証実験

「道の駅」等の活用
ＣＲＢを用いた輸送実証

「
共
同
輸
送
・
中
継
輸
送
実
装

研
究
会
」
設
立
（
Ｒ
５
．
３
．
１
５
）

共同輸送・中継輸送実装研究会では
持続可能なシステムとするために、より多くの民間
事業者の参画を求めながら、マッチングの仕組み
づくりを行うため、検討、実証を行います。

道の駅・輸送品質実証実験

※CRB：電源がなくても長時間、冷凍・冷蔵
品の品質保持ができるボックス

・ 荷主のニーズはあるの？
・ ビジネスとして成立するのか？
・ 何を運ぶのが現実的か？

新たな疑問…

地元民間企業を中心に検討体制を構築

（別紙３）


